
小
平
市
を
ず
っ
と
見
続
け
て
来
た
「
小
平
ま
ち
づ

く
り
互
助
会
」
の
堀
内
さ
ん
か
ら
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。
堀
内
さ
ん
は
建
築
関
係
の
仕
事
を
し
て
き
て
、

そ
の
視
点
か
ら
「
小
平
市
の
予
算
」
と
共
に
小
平
市

の
再
開
発
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
、

参
加
者
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

財
政
研
と
し
て
は
、
結
果
と
し
て
の
決
算
だ
け
で

は
な
く
「
コ
ロ
ナ
禍
の
予
算
」
に
着
目
し
て
、
多
摩

市
や
日
野
市
等
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
小
平
市
も
こ

れ
ま
で
に
七
回
補
正
予
算
を
組
み
、
三
月
中
に
も
あ

と
二
回
ほ
ど
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

小
平
市
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
北
側
、
武
蔵
野
台
地
上

に
あ
る
面
積
二
〇
・
五
一
㎢
、
人
口
一
九
万
四
八
六

九
人
の
（
令
和
二
年
一
月
一
日
現
在
）
の
ま
ち
で
す
。

市
内
に
は
西
武
鉄
道
の
多
摩
湖
線
、
新
宿
線
、
拝
島
・

国
分
寺
線
の
三
線
？
が
往
来
し
、
鉄
道
駅
が
五
駅
も

あ
り
ま
す
。
交
通
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
人
口
は
現

在
微
増
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
戦
略
二
〇
四

〇
構
想
で
は
、
二
〇
年
後
に
は
〇
～
一
〇
％
の
人
口

減
に
陥
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
度
の
当
初
予
算
は
六
九
〇
・
八
億
円

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
七
回
の
補
正
に
よ
り
約

九
四
三
・
六
億
円
に
増
額
、
当
初
予
算
比
約
二
五
二
・

八
億
円
の
増
、
一
・
三
六
倍
に
膨
ら
み
ま
し
た
。

増
額
の

大
の
要
因
は
、
他
の
自
治
体
と
同
様
一

人
一
〇
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
、
約
一
九
八
・
二

億
円
の
計
上
の
他
、
子
育
て
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯

等
へ
の
給
付
金
や
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
金
、
ギ
ガ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
小
中
学
校
生
へ
の
一
人
一

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購
入
な
ど
、
前
回
、
前
々

回
の
研
究
会
で
見
た
多
摩
市
や
日
野
市
の
内
容
と
大

き
な
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

補
正
の
財
源
も
国
・
都
支
出
金
で
九
二
・
七
％(

多

摩
市
は
八
八
・
五
％
、
日
野
市
九
四
・
七
％)

賄
わ

れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
膨
れ
上
が
っ
た
小

平
市
の
予
算
も
、
多
く
が
国
や
都
の
事
業
を
受
け
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

次
に
、
小
平
市
の
二
〇
二
一(

令
和
三
年)

年
度
当

初
予
算
は
、
補
正
で
積
み
上
が
っ
た
も
の
の
平
時
に

編
成
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
度
の
当
初
予
算
約
六
九
〇
・

八
億
円
を
下
回
る
約
六
八
六
・
七
億
円
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

地
方
自
治
体
の
予
算
編
成
は
均
衝
予
算(

歳
入
と

歳
出
の
各
合
計
が
イ
コ
ー
ル)

が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
い
く
ら
コ
ロ
ナ
編
で
あ
っ
て
も
財
源

の
裏
付
け
が
な
い
歳
出
予
算
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

コ
ロ
ナ
編
で
課
題
・
問
題
山
積
み
の
中
、
平
時
に

策
定
し
た
二
〇
二
〇
年
度
の
当
初
予
算
よ
り
、
予
算

規
模
が
縮
小
し
て
い
る
の
は
心
配
で
す
。

前
年
度
比
減
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
歳
入
の
根

幹
で
あ
る
市
税
△
四
・
四
％
な
ど
歳
入
状
況
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
歳

出
の
主
な
事
業
に
見
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
」
で
は
、
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
運
営
費
の
補
助
」
、
「
市
役
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
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な
ど
で
、
合
計
約
一
・
三
億
円
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
額
が
少
な
す
ぎ
る
の
か
、
こ
れ
で
充
分
な
の

か
、
国
や
都
の
具
体
的
な
予
算
の
全
体
像
が
見
え
な

い
中
、
当
初
予
算
と
し
て
は
仕
方
が
な
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
小
平
市
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
平
時
に
近

い
当
初
予
算
編
成
を
し
た
か
の
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

堀
内
さ
ん
は
次
に
、
小
平
市
の
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
」
と
、
そ
の
関
連
で
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
「
小
平
第
一
一
小
学
校
建
替
え
・
複

合
化
」
問
題
と
「
小
川
駅
西
口
再
開
発
事
業
」
に
つ

い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

小
平
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
の
大

本
と
な
る
同
「
基
本
方
針
」
は
、
二
〇
一
五(
平
成

二
七)

年
に
策
定
さ
れ
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・

財
政
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
・
公
共
施
設
の
老
朽
化
等
に

対
応
す
る
基
本
方
針
だ
そ
う
で
、

終
年
度
の
二
〇

六
二
年
度
に
向
け
て
、
立
て
替
え
や
更
新
時
期
が
集

中
す
る
公
共
施
設
を
拠
点
化
し
、
市
内
で
一
九
校
あ

る
小
学
校
を
中
心
と
し
た
複
合
化
を
進
め
て
い
く
、

と
い
う
も
の
だ
そ
う
で
す
。

二
〇
六
二
年
度
に
向
け
た
計
画
の
今
は
第
一
期(

二

〇
一
七
～
二
〇
二
六
。
現
在
見
直
し
中)

だ
そ
う
で
、

小
学
校
を
地
域
の
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
を
図
り
、
そ
の
際
、
「
国
の
公
共
施
設
二
割
削

減
方
針
」
に
従
い
、
小
平
市
で
は
延
べ
床
面
積
を
二

〇
％
以
上
縮
減
す
る
た
め
に
、
延
べ
床
面
積
の
六
割

を
占
め
る
小
中
学
校
の
統
合
も
考
え
て
ゆ
く
、
と
し

て
い
ま
す
。(

小
学
校
一
九
→
一
四
校
程
度
、
中
学

校
八
→
七
校
程
度
。
同
推
進
方
針
二
〇
一
七
～
二
〇

二
一)

小
平
第
一
一
小
学
校
へ
複
合
化
す
る
施
設
は(

令

和
二
年
一
二
月
現
在)

、
一
一
小
学
童
ク
ラ
ブ
、
花

小
金
井
北
公
民
館
、
花
小
金
井
北
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、

こ
れ
を
モ
デ
ル
に
今
後
、
他
の
小
学
校
を
更
新
し
て

い
く
際
に
、
公
民
館
機
能
及
び
地
域
セ
ン
タ
ー
機
能

等
を
小
学
校
に
複
合
化
し
て
い
く
考
え
だ
そ
う
で
す
。

な
お
、
同
小
学
校
の
近
隣
に
あ
る
花
小
金
井
保
育

園
は
民
間
移
行(

複
合
化
の
検
討
対
象
か
ら
除
外)

、

中
央
図
書
館
花
小
金
井
北
分
室
は
廃
止
の
方
向
だ
そ

う
で
す
。

堀
内
さ
ん
は
次
に
、
小
平
市
が

も
力
を
入
れ
て

い
る
「
小
川
駅
西
口
再
開
発
事
業
」
に
触
れ
ま
し
た
。

同
再
開
発
事
業(

組
合
施
行
、
面
積
一
・
二
ヘ
ク

タ
ー
ル)

は
、
西
武
線
小
川
駅
西
口
に
隣
接
す
る
こ

の
地
区
を
再
開
発
し
、
現
状
は
商
店
も
少
な
く
、
小

さ
な
ス
ー
パ
ー
も
な
い
駅
前
の
こ
の
エ
リ
ア
に
、
地

上
二
七
階
建
て
の
「
再
開
発
ビ
ル
」
を
建
て
る
計
画
、

と
の
こ
と
で
す
。

「
再
開
発
ビ
ル
」
の
地
上
五
階
ま
で
に
商
業
店
舗

や
公
益
施
設
を
集
約
し
「
地
域
生
活
を
支
え
る
複
合

市
街
地
」
を
形
成
し
、
六
～
二
七
階
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

世
帯(

約
二
一
四
戸)

中
心
の
「
住
み
よ
い
集
合
住
宅
」

を
整
備
す
る
、
と
い
い
ま
す
。

小
平
市
が
取
得
予
定
の
四
・
五
階
に
集
約
さ
れ
る

公
益
施
設
は
、
公
民
館
、
図
書
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
こ
れ
ま
で
独
立
し
て
い
た
四
つ
の
施
設
と
さ

れ
、
四
階
に
設
置
さ
れ
る
事
務
室
に
一
緒
に
入
る
の

か
、
総
合
受
付
案
内
は
五
階
に
も
必
要
で
な
い
の
か
、

吹
き
抜
け
、
ら
せ
ん
階
段
は
必
要
か
…
等
々
、
様
々

な
議
論
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

堀
内
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
今
ま
で
地
域
の
住
民

の
生
活
文
化
を
支
え
て
き
た
多
く
の
公
共
施
設
が
耐

用
年
数
を
迎
え
、
長
寿
命
化
な
ど
の
延
命
策
を
と
っ

た
に
し
て
も
、
又
と
ら
な
く
て
も
、
そ
こ
に
あ
っ
て

当
た
り
前
か
ら
、
残
す
か
残
さ
な
い
か
シ
ビ
ア
ー
な

選
択
を
迫
ら
れ
る
時
代
が
来
つ
つ
あ
る
の
か
な
ー
、

と
あ
る
意
味
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

こ
の
再
開
発
ビ
ル
は
、
予
定
で
は
令
和
四
年
度
着

工
、
令
和
六
年
度
以
降
に
竣
工
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
が
、
現
状
で
は
一
年
以
上
後
に
ず
れ
込
む
よ
う
で

す
。堀

内
さ
ん
は
、
駅
前
に
高
層
ビ
ル
を
建
て
て
も
、

東
村
山
や
国
分
寺
、
武
蔵
小
金
井
の
駅
前
ビ
ル
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
だ
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
が

到
来
す
る
中
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
大
規
模
化
を
図
る

よ
り
、
木
材
を
使
っ
て
小
規
模
化
も
考
え
て
み
る
べ

き
だ
と
言
い
ま
す
。
木
造
で
あ
れ
ば
、
壊
さ
な
く
て

も
柔
軟
に
広
げ
た
り
、
剥
ぎ
取
っ
た
り
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

東
京
日
本
橋
で
「
木
造
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
一
七
階
建

て
」
高
さ
七
〇
メ
ー
ト
ル(

三
井
不
動
産
と
竹
中
工

務
店
の
共
同
設
計
、
二
〇
二
三
年
竣
工
予
定)

な
ん

て
話
も
聞
き
ま
す
。

未
来
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
め
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
た
日
本
は
古
来
か
ら
の
木
の
文
化
に
戻

る
こ
と
も
あ
り
、
と
聞
い
て
妙
に
目
が
開
か
れ
る
思

い
が
し
ま
し
た
。

9



過
去
の
単
純
な
延
長
で
な
い
事
物
の
変
化
を
「
非

線
形
的
」
と
呼
ん
だ
り
す
る
。
グ
ラ
フ
の
線
が
折

れ
曲
が
っ
た
状
態
だ
。
米
大
統
領
選
直
後
、
選
挙

結
果
に
不
満
を
も
っ
た
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
に
よ
る

議
会
議
事
堂
襲
撃
は
、
民
主
主
義
国
で
あ
る
米
国

の
政
体
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
危
殆
に
瀕
し
、

非
線
形
的
に
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
そ
し
て
そ
の
可
能
性
は
、
議
事
堂
乱
入
を

煽
っ
た
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
対
す
る
弾
劾
決
議

が
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
残
る
。

も
と
も
と
ト
ラ
ン
プ
と
い
う
政
治
経
験
の
な
い

公
然
た
る
女
性
蔑
視
の
候
補
者
が
、
か
つ
て
な
い

移
民
バ
ッ
シ
ン
グ
を
売
り
物
に
し
て
で
き
た
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
政
権
自
体
が
従
来
の
米
国
の

二
大
政
党
政
治
の
流
れ
と
は
断
絶
し
た
も
の
だ
っ

た
と
も
い
え
る
。

非
線
形
的
な
変
化
は
、
線
形
的
な
場
合
よ
り
も

よ
り
複
雑
な
説
明
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
分

野
は
政
治
学
や
経
済
学
の
専
門
家
よ
り
も
、
小
説

家
が
得
意
と
す
る
領
域
で
あ
る
。
非
現
実
的
な
は

ず
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
が
奇
妙
な
現
実
味
を
帯

び
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。

「
ト
ラ
ン
プ
的
な
も
の
」
を
支
え
る
原
理
主
義

陰
謀
論
や
環
境
破
壊
を
め
ぐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

そ
の
帰
結
を
作
家
た
ち
は
う
ま
く
と
ら
え
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
が

支
配
す
る
米
国
―
―

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド

『
侍
女
の
物
語
』

そ
の
一
つ
が
、
カ
ナ
ダ
の
作
家
、
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
小
説
『
侍
女
の
物
語
』
で
、

議
会
議
事
堂
が
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
ク
ー
デ
タ
ー

に
よ
っ
て
、
米
国
の
一
部
が
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主

義
の
軍
事
的
神
権
国
家
〈
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
〉
に

な
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
に
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

り
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
賞
な
ど
を
受
賞

し
た
。
映
画
や
ド
ラ
マ
に
も
な
り
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
誕
生
に
と
も
な
っ
て
再
び
注
目
さ
れ
て
き
た
。

Ｑ
ア
ノ
ン
な
ど
が
話
題
に
な
る
た
び
に
、
新
聞
記

事
な
ど
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ネ
タ
バ
レ
で
な
い
程
度
に
内
容
を
紹
介
す
る
と

こ
う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者
ら
が
ク
ー

デ
タ
ー
に
よ
っ
て
実
権
を
え
た
ギ
レ
ア
デ
共
和
国

は
周
囲
と
戦
争
し
、
国
内
で
は
厳
格
な
宗
教
戒
律

に
基
づ
く
位
階
制
度
を
敷
い
た
。

白
人
の
出
生
率
の
増
加
に
取
り
組
み
、
女
性
は

男
性
と
の
関
係
で
〈
妻
〉
〈
便
利
妻
〉
〈
侍
女
〉

〈
保
護
者
〉
〈
小
母
〉
〈
女
中
〉
と
い
っ
た
従
属

的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
世
俗
的

な
享
楽
は
い
っ
さ
い
排
除
さ
れ
る
。
女
性
は
、
「
禁

欲
と
精
液
と
赤
子
を
入
れ
る
卑
し
い
器
」
に
す
ぎ

な
い
と
教
育
さ
れ
、
文
字
を
読
む
こ
と
も
許
さ
れ

な
い
。
市
街
地
で
は
、
〈
目
〉
と
呼
ば
れ
る
ス
パ

イ
組
織
が
市
民
を
監
視
し
、
か
つ
て
中
絶
の
手
術
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を
行
っ
た
経
験
の
あ
る
医
師
た
ち
、
姦
通
し
た
女

性
、
反
逆
者
ら
が
公
開
処
刑
さ
れ
、
そ
れ
を
ま
ぬ

か
れ
た
も
の
も
放
射
能
や
化
学
物
質
の
汚
染
に
ま

み
れ
た
廃
棄
物
処
理
の
作
業
現
場
〈
コ
ロ
ニ
ー
〉

に
送
ら
れ
る
。

主
人
公
は
、
〈
司
令
官
〉
の
子
ど
も
を
生
む
こ

と
だ
け
を
役
割
と
す
る
〈
侍
女
〉
、
い
わ
ば
側
室

で
あ
る
。
か
つ
て
大
学
寮
で
あ
っ
た
宿
舎
で
厳
し

い
戒
律
と
監
視
の
も
と
で
暮
ら
す
彼
女
は
、
ク
ー

デ
タ
ー
以
前
の
家
族
と
生
活
を
取
り
戻
そ
う
と
レ

ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
関
わ
る
―
―

ア
ト
ウ
ッ
ド
が
こ
れ
を
書
い
た
一
九
八
〇
年
代

半
ば
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
の

盛
期
だ
っ
た
。
ニ
ク

ソ
ン
政
権
以
来
、
共
和
党
が
追
求
し
た
「
南
部
戦

略
」(The

Southern
Strategy)

、
つ
ま
り
南
部
バ
プ

テ
ィ
ス
ト
連
盟
な
ど
宗
教
右
派
を
味
方
に
つ
け
、

人
種
問
題
で
南
部
白
人
中
間
層
を
煽
り
、
彼
ら
を

民
主
党
支
持
か
ら
共
和
党
支
持
に
変
え
る
た
め
の

組
織
的
か
つ
地
道
な
運
動
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の

成
立
と
い
う
か
た
ち
で
結
実
し
た
時
代
だ
。
こ
の

こ
ろ
か
ら
北
部
と
西
海
岸
は
民
主
党
、
南
部
は
共

和
党
と
い
う
現
在
の
支
持
基
盤
の
棲
み
分
け
が
で

き
た
。
現
在
の
米
国
民
の
中
に
あ
る
人
種
差
別
と

非
合
理
主
義
は
こ
う
し
た
長
い
政
治
的
教
育
が
積

み
重
な
っ
た
結
果
で
き
た
産
物
で
あ
る
。

こ
の
変
化
を
支
え
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
の
新
自
由
主
義
、
つ
ま
り
民
主
党
の

所
得
再
分
配
政
策
に
対
し
て
反
福
祉
を
掲
げ
た
政

策
だ
け
で
は
な
い
。
宗
教
右
派
は
人
工
中
絶
反
対
、

家
族
の
価
値
の
重
視
、
銃
規
制
反
対
、
移
民
規
制

強
化
な
ど
文
化
的
な
争
点
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
見
、
非
政
治
的
な
争
点
だ

が
、
真
綿
で
針
を
包
む
よ
う
に
人
種
差
別
的
意
味

合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
小
説
に
黒
人
や
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
、
ア
ジ
ア
系
は
直
接
に
は
で
て
こ
な
い
。

む
し
ろ
隠
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
小
説
に
は
キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
が
権
力
を
掌
握

し
、
政
治
体
制
と
な
っ
た
結
果
、
神
へ
の
絶
対
的

な
服
従
を
強
要
す
る
、
白
人
に
と
っ
て
も
お
ぞ
ま

し
い
家
父
長
制
的
な
政
治
体
制
が
で
き
あ
が
る
と

い
う
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

原
理
主
義
国
家
の
そ
の
後
―
―

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド

『
誓
願
』

『
侍
女
の
物
語
』
か
ら
三
五
年
を
経
て
二
〇
一

九
年
に
書
か
れ
た
続
編
が
『
誓
願
』
で
、
ブ
ッ
カ
ー

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
前
作
が
一
人
の
侍
女
の
語

り
で
構
成
さ
れ
た
の
に
対
し
『
誓
願
』
は
三
人
の

視
点
か
ら
物
語
が
描
か
れ
る
。

一
人
は
、
支
配
中
枢
に
ま
で
登
り
詰
め
た
リ
デ
ィ

ア
小
母
。
彼
女
は
裁
判
官
だ
っ
た
が
、
ク
ー
デ
タ
ー

後
に
転
向
を
迫
ら
れ
、
そ
の
後
、
手
荒
な
弾
圧
に

手
を
染
め
な
が
ら
権
力
の
階
段
を
上
り
な
が
ら
、

密
か
に
手
記
を
綴
る
。
二
人
目
は
、
〈
司
令
官
〉

の
娘
ア
グ
ネ
ス
。
女
た
ち
の
生
活
に
違
和
感
を
も

つ
彼
女
は
、
友
人
ベ
ッ
カ
と
と
も
に
〈
妻
〉
と
な

る
こ
と
を
拒
否
し
〈
小
母
〉
と
し
て
生
き
て
い
く

決
意
を
し
、
リ
デ
ィ
ア
の
も
と
で
教
育
を
受
け
る
。

三
人
目
は
カ
ナ
ダ
で
暮
ら
す
デ
イ
ジ
ー
で
、
彼

女
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
家
の
両
親
に
育
て
ら
れ

る
が
、
両
親
が
殺
害
さ
れ
た
の
ち
特
別
の
任
務
を

帯
び
て
ギ
レ
ア
デ
に
潜
入
す
る
―
―

ギ
レ
ア
デ
共
和
国
が
で
き
た
直
接
の
背
景
は
、

そ
れ
ま
で
の
米
国
の
自
然
災
害
の
多
発
や
原
発
問

題
、
失
業
問
題
、
出
生
率
の
低
下
な
ど
で
あ
り
、

原
理
主
義
者
は
そ
の
責
任
を
既
存
の
政
治
勢
力
に

押
し
付
け
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
成
功
さ
せ
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
時
に
抗
議
し
た
人
々
が
ス
タ
ジ
ア

ム
に
集
め
ら
れ
る
模
様
な
ど
は
、
一
九
七
三
年
の

Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
る
チ
リ
・
ク
ー
デ
タ
ー
を
彷
彿
と
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
処
刑
の
シ
ー
ン
な
ど
は
迫
真
に

満
ち
て
い
る
。
リ
デ
ィ
ア
は
そ
こ
で
支
配
層
へ
の

忠
誠
を
誓
っ
た
。

で
き
あ
が
っ
た
ギ
レ
ア
デ
の
政
治
は
息
も
詰
ま

る
よ
う
な
窮
屈
な
神
権
政
治
で
あ
り
、
女
性
た
ち

は
、
結
婚
と
出
産
を
な
に
よ
り
も
優
先
す
る
戒
律
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に
縛
ら
れ
、
嫉
妬
、
い
が
み
合
い
、
密
告
の
な
か

で
暮
ら
し
て
い
る
。
支
配
層
は
性
的
に
も
腐
敗
堕

落
し
国
内
の
監
視
と
弾
圧
は
強
ま
る
。
三
人
の
物

語
が
結
び
つ
い
て
展
開
さ
れ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
ス
リ
リ
ン
グ
で
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と

し
て
は
前
作
を
上
回
る
。

こ
こ
で
描
か
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
勢
力

の
支
配
体
制
は
い
わ
ば
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
政

治
体
制
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
米
国

の
戦
後
の
対
外
介
入
政
策
が
直
接
的
も
し
く
は
間

接
的
に
そ
の
成
立
に
関
わ
っ
た
歪
ん
だ
政
治
体
制

が
米
国
自
体
に
お
い
て
築
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う

物
語
だ
。
し
か
も
そ
の
素
材
と
な
る
も
の
は
ど
れ

も
こ
れ
も
ア
メ
リ
カ
自
身
の
も
の
で
あ
る
。

環
境
問
題
が
生
む

「
第
二
次
南
北
戦
争
」
―
―

オ
マ
ル
・
エ
ル
＝
ア
ッ
カ
ド

『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
ォ
ー
』

ト
ラ
ン
プ
政
権
時
代
に
書
か
れ
た
オ
マ
ル
・
エ

ル
＝
ア
ッ
カ
ド
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
も
世

界
的
に
話
題
と
な
っ
た
一
冊
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
言
で
い
え
ば
、
環
境
問
題
を
争
点
に
再
び
「
南

北
戦
争
」
が
起
こ
る
と
い
う
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
だ
。

主
人
公
の
少
女
サ
ラ
・
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト
は
、
温

暖
化
の
た
め
に
水
面
の
上
昇
し
た
米
国
南
部
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
ほ
と
り
で
家
族
と
と
も
に
暮
ら
し

て
い
る
。
「
自
由
南
部
諸
州
」
（
ル
イ
ジ
ア
ナ
、
ア
ー

カ
ン
ソ
ー
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
テ
ネ
シ
ー
）
は
、

化
石
燃
料
の
使
用
を
禁
止
す
る
東
部
諸
州
の
「
持

続
可
能
な
未
来
法
」
に
反
対
し
て
独
立
を
求
め
、

二
〇
七
四
年
か
ら
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
政
府
と

交
戦
状
態
に
入
っ
た
（
「
第
二
次
ア
メ
リ
カ
南
北
戦

争
」
）
。
米
国
は
中
国
と
ア
フ
リ
カ
か
ら
持
ち
込

ま
れ
る
物
資
に
頼
っ
て
い
る
。
戦
争
は
長
期
化
し

南
部
の
戦
闘
は
ゲ
リ
ラ
化
す
る
。
サ
ラ
も
武
装
組

織
に
加
わ
る
―
―

エ
ジ
プ
ト
生
ま
れ
の
作
者
が
こ
の
小
説
で
描
く

の
は
今
日
の
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
シ
リ

ア
と
見
紛
う
ば
か
り
の
紛
争
地
帯
と
化
し
た
南
部

ア
メ
リ
カ
だ
。
米
国
と
紛
争
途
上
国
の
立
場
が
入

れ
替
わ
っ
た
転
倒
し
た
世
界
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
の
中
東
で
の
紛
争
が
い
か
に
耐
え

難
い
も
の
で
あ
る
か
を
告
発
し
て
い
る
と
も
読
め

る
。き

っ
か
け
が
何
で
あ
れ
、
あ
る
国
の
存
立
す
る

内
部
的
な
均
衡
が
乱
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
国
の

歴
史
が
ま
っ
た
く
非
線
形
な
経
路
を
た
ど
り
崩
壊

に
至
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
作

品
と
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
が
環
境
問
題
を
軸
に
米

国
で
起
こ
っ
た
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
就
任
直
後
に
行
っ
た
こ

と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
長
官
や
環
境
規
制
長
官
に
温

暖
化
否
定
論
者
を
起
用
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

枠
組
み
で
あ
る
「
パ
リ
協
定
」
か
ら
の
離
脱
、
国

内
を
縦
断
す
る
巨
大
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
に
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
だ
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
ト

ラ
ン
プ
政
権
誕
生
が
も
た
ら
し
た
政
治
状
況
の
変

化
を
反
映
し
て
い
る
。
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「
前
近
代
」
へ
と
退
化
す
る
米
国

キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
の
教
義
と
温
暖
化
否
定

と
い
う
共
和
党
と
宗
教
右
派
が
持
ち
込
ん
だ
政
策

の
争
点
は
米
国
社
会
に
大
き
な
亀
裂
を
生
ん
で
い

る
。
宗
教
保
守
派
の
中
絶
反
対
は
家
族
の
価
値
を

強
調
す
る
流
れ
か
ら
で
て
き
た
も
の
だ
が
、
そ
れ

は
裏
を
返
せ
ば
、
婚
外
出
産
や
離
婚
の
割
合
が
高

い
黒
人
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
批
判
が
込

め
ら
れ
、
人
種
問
題
と
し
て
政
治
的
色
合
い
を
帯

び
る
。

ト
ラ
ン
プ
支
持
者
の
一
部
が
信
奉
す
る
Ｑ
ア
ノ

ン
の
陰
謀
理
論
で
は
、
社
会
現
象
だ
け
で
な
く
、

自
然
現
象
ま
で
も
が
敵
対
的
な
少
数
集
団
の
利
益

や
思
惑
で
動
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
世
界
に

は
秘
密
の
支
配
勢
力
が
あ
り
、
そ
れ
は
悪
魔
崇
拝

の
小
児
性
愛
者
の
陰
謀
団
体
で
あ
る
。
そ
れ
が
戦

争
や
不
況
、
自
然
災
害
、
選
挙
結
果
の
捜
査
を
意

図
的
に
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
の
が
彼
ら
の
主

張
だ
。
際
立
っ
た
善
悪
二
元
論
で
、
彼
ら
は
敵
対

す
る
も
の
を
排
除
す
る
た
め
に
は
暴
力
を
も
辞
さ

な
い
。
議
事
堂
襲
撃
の
参
加
者
の
醸
し
出
す
雰
囲

気
は
、
中
東
の
ジ
ハ
ー
デ
ィ
ス
ト
（
聖
戦
主
義
者
）

の
そ
れ
と
似
て
い
る
。

こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
白
人
至
上
主
義

者
、
ネ
オ
ナ
チ
、
隠
れ
フ
ァ
シ
ス
ト
の
隠
れ
蓑
で

あ
る
だ
け
で
な
く
企
業
に
と
っ
て
も
好
都
合
だ
。

格
差
拡
大
や
貧
困
な
ど
、
社
会
に
渦
巻
く
不
満

を
解
決
す
る
た
め
に
、
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス

上
院
議
員
ら
民
主
党
左
派
が
、
大
幅
な
賃
金
の
引

き
上
げ
や
包
括
的
医
療
保
障
、
教
育
ロ
ー
ン
債
務

の
免
除
な
ど
と
い
っ
た
政
策
を
主
張
す
る
の
に
対

し
て
、
彼
ら
を
陰
謀
団
体
で
あ
る
か
の
ご
と
く
攻

撃
す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
企
業
や
富
裕
層
の
負

担
増
と
な
る
政
策
を
回
避
で
き
る
か
ら
だ
。

さ
き
の
大
統
領
選
で
バ
イ
デ
ン
氏
の
八
一
〇
〇

万
票
に
対
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
敗
れ
た
と
は
い

え
七
四
〇
〇
万
票
を
と
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
こ

う
し
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
に
不
気
味
な
リ
ア
リ

テ
ィ
を
与
え
る
。

（
文
献
）

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
『
侍
女
の
物
語
』
斎

藤
英
治
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
、
二
〇
〇
一
年

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
『
誓
願
』
早
川
書
店
、

二
〇
二
〇
年

オ
マ
ル
・
エ
ル
＝
ア
ッ
カ
ド
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ウ
ォ
ー
』

上
・
下
、
黒
原
敏
行
訳
、
新
潮
文
庫
、
二
〇
一
七
年

書籍のご紹介

13

本田 浩邦（ほんだ ひろくに）

獨協大学経済学部教授。19

61年生まれ。アメリカ経済

論専攻。著書に『アメリカ

の資本蓄積と社会保障』（日

本評論社、2016年）、『長

期停滞の資本主義』（大月

書店、2019年）ほか。

オマル・エル＝アッカド『アメリカン・ウォー』



じ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

る
、
と
い
う
世
界
観
が

感
じ
ら
れ
ま
す
」「
ふ
ー

む
」「『

ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』

（
作
・
脚
本
：
一
色
伸
幸
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
、
二
〇
二
一
年
三
月

六
日
）
と
い
う
ド
ラ
マ

は
、
主
人
公
の
潔
（
き

よ
し
）
の
傍
ら
で
、
死

ん
だ
連
れ
合
い
の
灯
里

（
あ
か
り
）
が
、
見
守
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
一

緒
に
食
事
し
た
り
、
会

話
し
た
り
し
て
い
る
ん

で
す
。
灯
里
の
存
在
は
「
何
か
変

だ
」
と
視
聴
者
は
思
う
の
で
す
が
、

彼
女
が
死
者
で
あ
る
こ
と
が
視
聴
者

に
明
か
さ
れ
る
の
は
作
品
の
最
後
の

部
分
で
す
。
ち
な
み
に
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
の
話
な
の
で
、
ペ
ペ
ロ

ン
チ
ー
ノ
と
い
う
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

か
っ
た
の
か
、
検
証
す
る
ひ
と
つ
の

機
会
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
」

「
ど
う
し
て
も
、
三
月
一
一
日
に

報
道
が
集
中
し
て
し
ま
う
の
が
気
に

な
り
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
津
波
の
映

像
な
ん
か
も
出
る
の
で
、
精
神
的
に

き
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」「
十
年

だ
か
ら
形
式
的
に
、
と
い
う
の
も
な

く
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
き
ち
ん
と

何
年
も
関
係
を
作
っ
て
き
た
当
事
者

に
丁
寧
に
取
材
し
て
作
っ
て
い
る
番

組
も
多
い
の
で
、
集
中
し
て
し
ま
う

の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
」

「
い
や
あ
、
遅
く
な
り
ま
し
た
」

と
、
事
務
所
に
坊
主
頭
が
入
っ
て
き

た
。「
お
お
、
K
さ
ん
（
坊
主
頭
の

こ
と
）、
元
気
で
し
た
か
」

坊
主
頭
は
入
っ
て
く
る
な
り
、
珍

し
く
一
目
散
に
寝
そ
べ
っ
て
い
る
吾

輩
を
抱
き
抱
え
て
頭
を
撫
で
て
く
る
。

「
タ
マ
が
K
さ
ん
に
素
直
に
抱
か
れ

る
の
は
珍
し
い
で
す
ね
」
と
ノ
ゾ
ミ

さ
ん
が
い
う
と
「
ま
あ
、
本
当
は
私

の
こ
と
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
」
と

い
う
。
寝
ぼ
け
て
い
て
油
断
し
て
い

た
に
ゃ
、
吾
輩
は
キ
ー
っ
と
牙
を
む

い
て
威
嚇
す
る
が
、
こ
や
つ
は
気
に

せ
ず
吾
輩
を
抱
き
抱
え
て
イ
ス
に
座

る
。「

震
災
か
ら
十
年
の
報
道
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
K
さ
ん

は
ど
う
見
ま
し
た
か
？
」
と
研
究
室

長
が
話
を
向
け
る
。「
そ
う
で
す
ね

…
。
毎
年
こ
い
つ
〔
吾
輩
の
こ
と
で

あ
る
〕
と
東
北
に
行
っ
て
た
ん
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、
去
年
は
行

け
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
最
近
は
震

災
の
記
憶
を
ど
う
伝
え
る
の
か
、

「
伝
承
館
」
な
ど
が
各
地
で
で
き
て

い
ま
す
よ
ね
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
は
気

に
な
り
ま
す
ね
」「
気
仙
沼
の
伝
承

館
は
み
ん
な
で
行
き
ま
し
た
ね
」

「
報
道
と
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す

が
、
震
災
に
関
連
す
る
ド
ラ
マ
を
四

本
見
た
ん
で
す
よ
」「
ド
ラ
マ
で
す

か
」「
四
本
中
三
本
に
、
幽
霊
と
い

う
か
、
要
す
る
に
震
災
で
亡
く
な
っ

た
人
物
、
い
ず
れ
も
主
人
公
に
と
っ

潔
は
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
な
り
、
依
存

症
と
向
き
合
い
な
が
ら
料
理
人
と
し

て
立
ち
直
っ
て
い
く
、
そ
れ
を
灯
里

が
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
形
で
す
。

灯
里
は
、
潔
が
絶
望
的
な
状
況
に
い

た
時
は
遠
く
か
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
断
つ
決
意
を
し
た
後

か
ら
、
近
く
で
寄
り
添
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
」「
と
い
う
こ
と

は
？
」「
灯
里
が
そ
ば
で
見
守
っ
て

い
て
く
れ
る
と
思
う
こ
と
、
言
い
換

え
る
と
灯
里
と
の
自
己
内
対
話
を
通

し
て
、
潔
が
立
ち
直
っ
て
い
く
わ
け

で
す
」

「
な
る
ほ
ど
。
こ
れ
が
文
学
で
あ

れ
ば
、
亡
く
な
っ
た
人
と
の
心
の
中

で
の
対
話
を
文
字
と
し
て
表
現
す
る
、

と
い
う
形
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
映

像
の
中
で
自
己
内
対
話
を
そ
の
ま
ま

や
る
の
は
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
わ

け
で
す
ね
。
で
す
が
、
死
者
が
そ
こ

に
い
て
動
い
て
い
る
形
に
す
れ
ば
、

視
聴
者
に
は
文
字
通
り
の
「
死
者
と

3・11から十年 ④
死者との対話をどう描くか？

神子島 健
（かごしま・たけし）

vol.94

の
対
話
」
が
伝
わ
る
わ
け
で
す
ね
」

と
編
集
長
が
解
説
す
る
。

白
ヒ
ゲ
の
研
究
室
長
が
さ
ら
に
解

説
す
る
。「
あ
る
人
物
の
心
の
中
の

葛
藤
を
形
象
化
す
る
た
め
に
、
別
の

人
物
を
設
定
し
て
当
人
と
対
話
さ
せ

る
と
い
う
の
は
、
演
劇
な
ど
で
よ
く

用
い
ら
れ
る
手
法
で
す
。
例
え
ば
、

広
島
で
被
爆
し
た
若
い
娘
、
美
津
江

と
、
彼
女
の
目
の
前
で
亡
く
な
っ
た

父
の
竹
造
の
対
話
劇
で
あ
る
、
井
上

ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
が
そ
う

で
す
ね
」「
映
画
に
も
な
り
ま
し
た

ね
」「

死
ぬ
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
と

い
う
原
爆
投
下
時
の
広
島
で
生
き

残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
美
津
江
は

罪
悪
感
を
抱
く
わ
け
で
す
。
し
か
し

そ
の
中
で
も
恋
を
し
て
、
生
き
る
喜

び
を
感
じ
る
自
分
を
戒
め
よ
う
と
す

る
。
そ
の
恋
を
応
援
す
る
た
め
に
、

父
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
」

坊
主
頭
が
言
う
。「
例
え
ば
、『
父

と
暮
ら
せ
ば
』
と
『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー

ノ
』
を
比
べ
る
と
、『
父
と
暮
ら
せ

ば
』
の
父
娘
の
対
話
は
、
家
と
い
う

閉
じ
た
空
間
の
中
、
第
三
者
の
い
な

い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
で
は
、
主
人

公
が
ほ
か
の
人
と
や
り
取
り
し
て
い

る
場
に
も
灯
里
は
一
緒
に
い
る
。
あ

く
ま
で
ほ
か
の
人
に
は
見
え
な
い
の

で
す
が
（
た
だ
し
作
品
の
途
中
ま
で

見
え
な
い
こ
と
は
視
聴
者
に
は
っ
き

り
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
作
っ
て
あ

る
）、
主
人
公
が
や
っ
て
い
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
も
、
ま
る
で
一
緒
に
手

伝
っ
て
い
る
よ
う
だ
し
、
パ
ー

テ
ィ
ー
で
一
緒
に
乾
杯
し
た
り
す
る

わ
け
で
す
」

「
ふ
ー
ん
、
そ
れ
は
何
の
違
い
な

ん
で
し
ょ
う
ね
」「
死
者
と
の
対
話

よ
り
も
、「
見
守
っ
て
い
る
」
と
か

「
そ
ば
に
い
る
」
と
い
う
感
じ
が
強

い
で
す
ね
」「
な
る
ほ
ど
」
と
、
話

に
熱
中
し
て
、
坊
主
頭
の
腕
が
ゆ
る

ん
だ
す
き
に
吾
輩
は
き
ゃ
つ
め
か
ら

脱
出
し
て
、
机
の
下
に
潜
り
込
む
の

で
あ
る
。

「
そ
の
違
い
と
関
わ
る
の
で
す
が
、

『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
の
中
で
は
、
美

津
江
と
竹
造
が
、
竹
造
が
亡
く
な
っ

た
時
の
こ
と
を
語
り
合
う
ん
で
す
。

焼
け
る
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
父
を

助
け
ら
れ
ず
、
父
を
見
捨
て
た
と
思

う
美
津
江
に
、
そ
の
時
の
こ
と
を
話

し
な
が
ら
「
わ
し
の
分
ま
で
生
き
て

ち
ょ
ん
だ
い
よ
ォ
ー
」
と
竹
造
の
最

期
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
わ
け
で

て
大
切
だ
っ
た
人
た
ち
が
出
て
く
る

ん
で
す
よ
」「
つ
ま
り
、
生
き
て
い
た

時
の
回
想
で
は
な
く
、
死
ん
だ
後
に

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

「
そ
う
で
す
。
作
品
ご
と
に
多
少
位
置

づ
け
は
違
い
ま
す
が
、「
幽
霊
の
話
」

み
た
い
に
奇
異
な
存
在
と
し
て
描
か

れ
る
の
で
な
く
、
死
者
が
現
世
と
同

す
。
父
の
幽
霊
と
の
対
話
を
通
し
て

父
の
死
の
悲
し
み
と
向
き
合
い
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
」。
ち
な
み
に
、
今

回
の
冒
頭
に
抜
き
出
し
た
部
分
は
そ

の
一
部
で
あ
る
に
ゃ
〜
。

「『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
の
場
合
、

灯
里
が
亡
く
な
っ
た
時
の
状
況
を
二

人
が
語
り
合
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
震
災
か
ら
十
年

を
迎
え
た
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
呼
ん

だ
知
人
達
に
、「
わ
か
っ
て
る
ん
だ
。

こ
こ
に
灯
里
は
い
な
い
。
で
も
い
る

ん
だ
」
と
、
心
の
中
の
灯
里
の
存
在

が
自
分
に
と
っ
て
の
支
え
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、『
父
と
暮
ら
せ

ば
』
で
は
自
己
内
の
葛
藤
を
形
象
化

し
た
の
が
竹
造
だ
っ
た
の
と
異
な
り
、

『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
の
灯
里
は
、

失
っ
た
大
切
な
人
が
心
の
中
で
生
き

続
け
て
い
る
こ
と
に
意
味
づ
け
が
あ

る
の
で
、
死
者
の
位
置
づ
け
が
異
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

と
り
あ
え
ず
ど
ち
ら
が
い
い
悪
い

で
は
ニ
ャ
く
、
作
品
の
構
造
の
違
い

か
ら
、
特
徴
が
見
え
て
く
る
と
い
う

こ
と
だ
に
ゃ
。

最
後
に
も
う
一
つ
重
要
な
シ
ー
ン

の
説
明
を
付
け
加
え
て
お
く
に
ゃ
。

津
波
で
流
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
再

建
し
て
評
判
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
が

取
材
に
来
る
。
そ
こ
で
は
潔
の
存
在

が
、
被
災
者
の
再
生
の
物
語
と
し
て

切
り
取
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
る
。
し
か

し
あ
る
時
、
店
の
料
理
を
純
粋
に
評

価
し
て
く
れ
た
記
事
が
出
て
く
る
。

そ
の
記
事
を
書
い
た
ラ
イ
タ
ー
に
、

感
謝
と
と
も
に
「
オ
レ
は
被
災
者

じ
ゃ
な
い
。
オ
レ
は
料
理
人
だ
」
と
、

心
の
中
の
わ
だ
か
ま
り
を
伝
え
る
の

だ
に
ゃ
。

「
震
災
十
年
」
で
く
く
っ
て
し
ま

う
こ
と
じ
た
い
、
吾
々
は
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
も
し
れ

ニ
ャ
い
。

造　
そ
い
じ
ゃ
け
え
、
お
ま

い
は
わ
し
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
と
る
。

美
津
江　
生
か
さ
れ
と
る
？

竹
造　
ほ
い
じ
ゃ
が
。
あ
よ
な
む
ご

い
別
れ
が
ま
こ
と
何
万
も
あ
っ
た

ち
ゅ
う
こ
と
を
覚
え
て
も
ろ
う
た
め

に
生
か
さ
れ
と
る
ん
じ
ゃ
。（
井
上

ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
よ
り
）

さ
て
、
三
月
中
旬
の
夕
方
、
多
摩

研
事
務
所
で
会
議
が
あ
る
の
で
数
名

が
早
め
に
や
っ
て
来
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
十
年
の
報
道
に
つ
い
て
話

し
て
い
る
。
吾
輩
は
午
睡
か
ら
目
覚

め
た
ば
か
り
で
ま
だ
床
に
ご
ろ
に
ゃ

ん
と
し
て
い
る
。

「
十
年
と
い
う
の
は
、
当
事
者
に

と
っ
て
は
必
ず
し
も
大
き
な
意
味
を

持
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
よ
ね
」
と
編

集
長
。「
原
発
事
故
と
そ
れ
以
外
の

被
害
で
は
全
く
違
い
ま
す
し
ね
」

「
た
だ
、
十
年
と
い
う
時
間
で
何
が

ど
う
変
わ
っ
て
、
何
が
変
わ
ら
な

竹
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じ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

る
、
と
い
う
世
界
観
が

感
じ
ら
れ
ま
す
」「
ふ
ー

む
」「『

ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』

（
作
・
脚
本
：
一
色
伸
幸
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
、
二
〇
二
一
年
三
月

六
日
）
と
い
う
ド
ラ
マ

は
、
主
人
公
の
潔
（
き

よ
し
）
の
傍
ら
で
、
死

ん
だ
連
れ
合
い
の
灯
里

（
あ
か
り
）
が
、
見
守
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
一

緒
に
食
事
し
た
り
、
会

話
し
た
り
し
て
い
る
ん

で
す
。
灯
里
の
存
在
は
「
何
か
変

だ
」
と
視
聴
者
は
思
う
の
で
す
が
、

彼
女
が
死
者
で
あ
る
こ
と
が
視
聴
者

に
明
か
さ
れ
る
の
は
作
品
の
最
後
の

部
分
で
す
。
ち
な
み
に
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
の
話
な
の
で
、
ペ
ペ
ロ

ン
チ
ー
ノ
と
い
う
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

か
っ
た
の
か
、
検
証
す
る
ひ
と
つ
の

機
会
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
」

「
ど
う
し
て
も
、
三
月
一
一
日
に

報
道
が
集
中
し
て
し
ま
う
の
が
気
に

な
り
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
津
波
の
映

像
な
ん
か
も
出
る
の
で
、
精
神
的
に

き
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」「
十
年

だ
か
ら
形
式
的
に
、
と
い
う
の
も
な

く
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
き
ち
ん
と

何
年
も
関
係
を
作
っ
て
き
た
当
事
者

に
丁
寧
に
取
材
し
て
作
っ
て
い
る
番

組
も
多
い
の
で
、
集
中
し
て
し
ま
う

の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
」

「
い
や
あ
、
遅
く
な
り
ま
し
た
」

と
、
事
務
所
に
坊
主
頭
が
入
っ
て
き

た
。「
お
お
、
K
さ
ん
（
坊
主
頭
の

こ
と
）、
元
気
で
し
た
か
」

坊
主
頭
は
入
っ
て
く
る
な
り
、
珍

し
く
一
目
散
に
寝
そ
べ
っ
て
い
る
吾

輩
を
抱
き
抱
え
て
頭
を
撫
で
て
く
る
。

「
タ
マ
が
K
さ
ん
に
素
直
に
抱
か
れ

る
の
は
珍
し
い
で
す
ね
」
と
ノ
ゾ
ミ

さ
ん
が
い
う
と
「
ま
あ
、
本
当
は
私

の
こ
と
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
」
と

い
う
。
寝
ぼ
け
て
い
て
油
断
し
て
い

た
に
ゃ
、
吾
輩
は
キ
ー
っ
と
牙
を
む

い
て
威
嚇
す
る
が
、
こ
や
つ
は
気
に

せ
ず
吾
輩
を
抱
き
抱
え
て
イ
ス
に
座

る
。「

震
災
か
ら
十
年
の
報
道
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
K
さ
ん

は
ど
う
見
ま
し
た
か
？
」
と
研
究
室

長
が
話
を
向
け
る
。「
そ
う
で
す
ね

…
。
毎
年
こ
い
つ
〔
吾
輩
の
こ
と
で

あ
る
〕
と
東
北
に
行
っ
て
た
ん
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、
去
年
は
行

け
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
最
近
は
震

災
の
記
憶
を
ど
う
伝
え
る
の
か
、

「
伝
承
館
」
な
ど
が
各
地
で
で
き
て

い
ま
す
よ
ね
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
は
気

に
な
り
ま
す
ね
」「
気
仙
沼
の
伝
承

館
は
み
ん
な
で
行
き
ま
し
た
ね
」

「
報
道
と
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す

が
、
震
災
に
関
連
す
る
ド
ラ
マ
を
四

本
見
た
ん
で
す
よ
」「
ド
ラ
マ
で
す

か
」「
四
本
中
三
本
に
、
幽
霊
と
い

う
か
、
要
す
る
に
震
災
で
亡
く
な
っ

た
人
物
、
い
ず
れ
も
主
人
公
に
と
っ

潔
は
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
な
り
、
依
存

症
と
向
き
合
い
な
が
ら
料
理
人
と
し

て
立
ち
直
っ
て
い
く
、
そ
れ
を
灯
里

が
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
形
で
す
。

灯
里
は
、
潔
が
絶
望
的
な
状
況
に
い

た
時
は
遠
く
か
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
断
つ
決
意
を
し
た
後

か
ら
、
近
く
で
寄
り
添
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
」「
と
い
う
こ
と

は
？
」「
灯
里
が
そ
ば
で
見
守
っ
て

い
て
く
れ
る
と
思
う
こ
と
、
言
い
換

え
る
と
灯
里
と
の
自
己
内
対
話
を
通

し
て
、
潔
が
立
ち
直
っ
て
い
く
わ
け

で
す
」

「
な
る
ほ
ど
。
こ
れ
が
文
学
で
あ

れ
ば
、
亡
く
な
っ
た
人
と
の
心
の
中

で
の
対
話
を
文
字
と
し
て
表
現
す
る
、

と
い
う
形
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
映

像
の
中
で
自
己
内
対
話
を
そ
の
ま
ま

や
る
の
は
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
わ

け
で
す
ね
。
で
す
が
、
死
者
が
そ
こ

に
い
て
動
い
て
い
る
形
に
す
れ
ば
、

視
聴
者
に
は
文
字
通
り
の
「
死
者
と

の
対
話
」
が
伝
わ
る
わ
け
で
す
ね
」

と
編
集
長
が
解
説
す
る
。

白
ヒ
ゲ
の
研
究
室
長
が
さ
ら
に
解

説
す
る
。「
あ
る
人
物
の
心
の
中
の

葛
藤
を
形
象
化
す
る
た
め
に
、
別
の

人
物
を
設
定
し
て
当
人
と
対
話
さ
せ

る
と
い
う
の
は
、
演
劇
な
ど
で
よ
く

用
い
ら
れ
る
手
法
で
す
。
例
え
ば
、

広
島
で
被
爆
し
た
若
い
娘
、
美
津
江

と
、
彼
女
の
目
の
前
で
亡
く
な
っ
た

父
の
竹
造
の
対
話
劇
で
あ
る
、
井
上

ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
が
そ
う

で
す
ね
」「
映
画
に
も
な
り
ま
し
た

ね
」「

死
ぬ
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
と

い
う
原
爆
投
下
時
の
広
島
で
生
き

残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
美
津
江
は

罪
悪
感
を
抱
く
わ
け
で
す
。
し
か
し

そ
の
中
で
も
恋
を
し
て
、
生
き
る
喜

び
を
感
じ
る
自
分
を
戒
め
よ
う
と
す

る
。
そ
の
恋
を
応
援
す
る
た
め
に
、

父
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
」

坊
主
頭
が
言
う
。「
例
え
ば
、『
父

と
暮
ら
せ
ば
』
と
『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー

ノ
』
を
比
べ
る
と
、『
父
と
暮
ら
せ

ば
』
の
父
娘
の
対
話
は
、
家
と
い
う

閉
じ
た
空
間
の
中
、
第
三
者
の
い
な

い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
で
は
、
主
人

公
が
ほ
か
の
人
と
や
り
取
り
し
て
い

る
場
に
も
灯
里
は
一
緒
に
い
る
。
あ

く
ま
で
ほ
か
の
人
に
は
見
え
な
い
の

で
す
が
（
た
だ
し
作
品
の
途
中
ま
で

見
え
な
い
こ
と
は
視
聴
者
に
は
っ
き

り
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
作
っ
て
あ

る
）、
主
人
公
が
や
っ
て
い
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
も
、
ま
る
で
一
緒
に
手

伝
っ
て
い
る
よ
う
だ
し
、
パ
ー

テ
ィ
ー
で
一
緒
に
乾
杯
し
た
り
す
る

わ
け
で
す
」

「
ふ
ー
ん
、
そ
れ
は
何
の
違
い
な

ん
で
し
ょ
う
ね
」「
死
者
と
の
対
話

よ
り
も
、「
見
守
っ
て
い
る
」
と
か

「
そ
ば
に
い
る
」
と
い
う
感
じ
が
強

い
で
す
ね
」「
な
る
ほ
ど
」
と
、
話

に
熱
中
し
て
、
坊
主
頭
の
腕
が
ゆ
る

ん
だ
す
き
に
吾
輩
は
き
ゃ
つ
め
か
ら

脱
出
し
て
、
机
の
下
に
潜
り
込
む
の

で
あ
る
。

「
そ
の
違
い
と
関
わ
る
の
で
す
が
、

『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
の
中
で
は
、
美

津
江
と
竹
造
が
、
竹
造
が
亡
く
な
っ

た
時
の
こ
と
を
語
り
合
う
ん
で
す
。

焼
け
る
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
父
を

助
け
ら
れ
ず
、
父
を
見
捨
て
た
と
思

う
美
津
江
に
、
そ
の
時
の
こ
と
を
話

し
な
が
ら
「
わ
し
の
分
ま
で
生
き
て

ち
ょ
ん
だ
い
よ
ォ
ー
」
と
竹
造
の
最

期
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
わ
け
で

て
大
切
だ
っ
た
人
た
ち
が
出
て
く
る

ん
で
す
よ
」「
つ
ま
り
、
生
き
て
い
た

時
の
回
想
で
は
な
く
、
死
ん
だ
後
に

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

「
そ
う
で
す
。
作
品
ご
と
に
多
少
位
置

づ
け
は
違
い
ま
す
が
、「
幽
霊
の
話
」

み
た
い
に
奇
異
な
存
在
と
し
て
描
か

れ
る
の
で
な
く
、
死
者
が
現
世
と
同

す
。
父
の
幽
霊
と
の
対
話
を
通
し
て

父
の
死
の
悲
し
み
と
向
き
合
い
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
」。
ち
な
み
に
、
今

回
の
冒
頭
に
抜
き
出
し
た
部
分
は
そ

の
一
部
で
あ
る
に
ゃ
〜
。

「『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
の
場
合
、

灯
里
が
亡
く
な
っ
た
時
の
状
況
を
二

人
が
語
り
合
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
震
災
か
ら
十
年

を
迎
え
た
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
呼
ん

だ
知
人
達
に
、「
わ
か
っ
て
る
ん
だ
。

こ
こ
に
灯
里
は
い
な
い
。
で
も
い
る

ん
だ
」
と
、
心
の
中
の
灯
里
の
存
在

が
自
分
に
と
っ
て
の
支
え
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、『
父
と
暮
ら
せ

ば
』
で
は
自
己
内
の
葛
藤
を
形
象
化

し
た
の
が
竹
造
だ
っ
た
の
と
異
な
り
、

『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
の
灯
里
は
、

失
っ
た
大
切
な
人
が
心
の
中
で
生
き

続
け
て
い
る
こ
と
に
意
味
づ
け
が
あ

る
の
で
、
死
者
の
位
置
づ
け
が
異
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

と
り
あ
え
ず
ど
ち
ら
が
い
い
悪
い

で
は
ニ
ャ
く
、
作
品
の
構
造
の
違
い

か
ら
、
特
徴
が
見
え
て
く
る
と
い
う

こ
と
だ
に
ゃ
。

最
後
に
も
う
一
つ
重
要
な
シ
ー
ン

の
説
明
を
付
け
加
え
て
お
く
に
ゃ
。

津
波
で
流
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
再

建
し
て
評
判
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
が

取
材
に
来
る
。
そ
こ
で
は
潔
の
存
在

が
、
被
災
者
の
再
生
の
物
語
と
し
て

切
り
取
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
る
。
し
か

し
あ
る
時
、
店
の
料
理
を
純
粋
に
評

価
し
て
く
れ
た
記
事
が
出
て
く
る
。

そ
の
記
事
を
書
い
た
ラ
イ
タ
ー
に
、

感
謝
と
と
も
に
「
オ
レ
は
被
災
者

じ
ゃ
な
い
。
オ
レ
は
料
理
人
だ
」
と
、

心
の
中
の
わ
だ
か
ま
り
を
伝
え
る
の

だ
に
ゃ
。

「
震
災
十
年
」
で
く
く
っ
て
し
ま

う
こ
と
じ
た
い
、
吾
々
は
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
も
し
れ

ニ
ャ
い
。

気仙沼向陽高校の震災遺構、2017年11月。
現在は気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館となっており、今号の表紙写真は、
この遺構を内側から撮影したものだにゃ。

造　
そ
い
じ
ゃ
け
え
、
お
ま

い
は
わ
し
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
と
る
。

美
津
江　
生
か
さ
れ
と
る
？

竹
造　
ほ
い
じ
ゃ
が
。
あ
よ
な
む
ご

い
別
れ
が
ま
こ
と
何
万
も
あ
っ
た

ち
ゅ
う
こ
と
を
覚
え
て
も
ろ
う
た
め

に
生
か
さ
れ
と
る
ん
じ
ゃ
。（
井
上

ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
よ
り
）

さ
て
、
三
月
中
旬
の
夕
方
、
多
摩

研
事
務
所
で
会
議
が
あ
る
の
で
数
名

が
早
め
に
や
っ
て
来
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
十
年
の
報
道
に
つ
い
て
話

し
て
い
る
。
吾
輩
は
午
睡
か
ら
目
覚

め
た
ば
か
り
で
ま
だ
床
に
ご
ろ
に
ゃ

ん
と
し
て
い
る
。

「
十
年
と
い
う
の
は
、
当
事
者
に

と
っ
て
は
必
ず
し
も
大
き
な
意
味
を

持
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
よ
ね
」
と
編

集
長
。「
原
発
事
故
と
そ
れ
以
外
の

被
害
で
は
全
く
違
い
ま
す
し
ね
」

「
た
だ
、
十
年
と
い
う
時
間
で
何
が

ど
う
変
わ
っ
て
、
何
が
変
わ
ら
な
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じ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

る
、
と
い
う
世
界
観
が

感
じ
ら
れ
ま
す
」「
ふ
ー

む
」「『

ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』

（
作
・
脚
本
：
一
色
伸
幸
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
、
二
〇
二
一
年
三
月

六
日
）
と
い
う
ド
ラ
マ

は
、
主
人
公
の
潔
（
き

よ
し
）
の
傍
ら
で
、
死

ん
だ
連
れ
合
い
の
灯
里

（
あ
か
り
）
が
、
見
守
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
一

緒
に
食
事
し
た
り
、
会

話
し
た
り
し
て
い
る
ん

で
す
。
灯
里
の
存
在
は
「
何
か
変

だ
」
と
視
聴
者
は
思
う
の
で
す
が
、

彼
女
が
死
者
で
あ
る
こ
と
が
視
聴
者

に
明
か
さ
れ
る
の
は
作
品
の
最
後
の

部
分
で
す
。
ち
な
み
に
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
の
話
な
の
で
、
ペ
ペ
ロ

ン
チ
ー
ノ
と
い
う
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

か
っ
た
の
か
、
検
証
す
る
ひ
と
つ
の

機
会
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
」

「
ど
う
し
て
も
、
三
月
一
一
日
に

報
道
が
集
中
し
て
し
ま
う
の
が
気
に

な
り
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
津
波
の
映

像
な
ん
か
も
出
る
の
で
、
精
神
的
に

き
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」「
十
年

だ
か
ら
形
式
的
に
、
と
い
う
の
も
な

く
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
き
ち
ん
と

何
年
も
関
係
を
作
っ
て
き
た
当
事
者

に
丁
寧
に
取
材
し
て
作
っ
て
い
る
番

組
も
多
い
の
で
、
集
中
し
て
し
ま
う

の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
」

「
い
や
あ
、
遅
く
な
り
ま
し
た
」

と
、
事
務
所
に
坊
主
頭
が
入
っ
て
き

た
。「
お
お
、
K
さ
ん
（
坊
主
頭
の

こ
と
）、
元
気
で
し
た
か
」

坊
主
頭
は
入
っ
て
く
る
な
り
、
珍

し
く
一
目
散
に
寝
そ
べ
っ
て
い
る
吾

輩
を
抱
き
抱
え
て
頭
を
撫
で
て
く
る
。

「
タ
マ
が
K
さ
ん
に
素
直
に
抱
か
れ

る
の
は
珍
し
い
で
す
ね
」
と
ノ
ゾ
ミ

さ
ん
が
い
う
と
「
ま
あ
、
本
当
は
私

の
こ
と
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
」
と

い
う
。
寝
ぼ
け
て
い
て
油
断
し
て
い

た
に
ゃ
、
吾
輩
は
キ
ー
っ
と
牙
を
む

い
て
威
嚇
す
る
が
、
こ
や
つ
は
気
に

せ
ず
吾
輩
を
抱
き
抱
え
て
イ
ス
に
座

る
。「

震
災
か
ら
十
年
の
報
道
に
つ
い

て
話
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
K
さ
ん

は
ど
う
見
ま
し
た
か
？
」
と
研
究
室

長
が
話
を
向
け
る
。「
そ
う
で
す
ね

…
。
毎
年
こ
い
つ
〔
吾
輩
の
こ
と
で

あ
る
〕
と
東
北
に
行
っ
て
た
ん
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
て
、
去
年
は
行

け
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
最
近
は
震

災
の
記
憶
を
ど
う
伝
え
る
の
か
、

「
伝
承
館
」
な
ど
が
各
地
で
で
き
て

い
ま
す
よ
ね
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
は
気

に
な
り
ま
す
ね
」「
気
仙
沼
の
伝
承

館
は
み
ん
な
で
行
き
ま
し
た
ね
」

「
報
道
と
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す

が
、
震
災
に
関
連
す
る
ド
ラ
マ
を
四

本
見
た
ん
で
す
よ
」「
ド
ラ
マ
で
す

か
」「
四
本
中
三
本
に
、
幽
霊
と
い

う
か
、
要
す
る
に
震
災
で
亡
く
な
っ

た
人
物
、
い
ず
れ
も
主
人
公
に
と
っ

潔
は
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
な
り
、
依
存

症
と
向
き
合
い
な
が
ら
料
理
人
と
し

て
立
ち
直
っ
て
い
く
、
そ
れ
を
灯
里

が
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
形
で
す
。

灯
里
は
、
潔
が
絶
望
的
な
状
況
に
い

た
時
は
遠
く
か
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
断
つ
決
意
を
し
た
後

か
ら
、
近
く
で
寄
り
添
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
」「
と
い
う
こ
と

は
？
」「
灯
里
が
そ
ば
で
見
守
っ
て

い
て
く
れ
る
と
思
う
こ
と
、
言
い
換

え
る
と
灯
里
と
の
自
己
内
対
話
を
通

し
て
、
潔
が
立
ち
直
っ
て
い
く
わ
け

で
す
」

「
な
る
ほ
ど
。
こ
れ
が
文
学
で
あ

れ
ば
、
亡
く
な
っ
た
人
と
の
心
の
中

で
の
対
話
を
文
字
と
し
て
表
現
す
る
、

と
い
う
形
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
映

像
の
中
で
自
己
内
対
話
を
そ
の
ま
ま

や
る
の
は
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
わ

け
で
す
ね
。
で
す
が
、
死
者
が
そ
こ

に
い
て
動
い
て
い
る
形
に
す
れ
ば
、

視
聴
者
に
は
文
字
通
り
の
「
死
者
と

の
対
話
」
が
伝
わ
る
わ
け
で
す
ね
」

と
編
集
長
が
解
説
す
る
。

白
ヒ
ゲ
の
研
究
室
長
が
さ
ら
に
解

説
す
る
。「
あ
る
人
物
の
心
の
中
の

葛
藤
を
形
象
化
す
る
た
め
に
、
別
の

人
物
を
設
定
し
て
当
人
と
対
話
さ
せ

る
と
い
う
の
は
、
演
劇
な
ど
で
よ
く

用
い
ら
れ
る
手
法
で
す
。
例
え
ば
、

広
島
で
被
爆
し
た
若
い
娘
、
美
津
江

と
、
彼
女
の
目
の
前
で
亡
く
な
っ
た

父
の
竹
造
の
対
話
劇
で
あ
る
、
井
上

ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
が
そ
う

で
す
ね
」「
映
画
に
も
な
り
ま
し
た

ね
」「

死
ぬ
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
と

い
う
原
爆
投
下
時
の
広
島
で
生
き

残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
美
津
江
は

罪
悪
感
を
抱
く
わ
け
で
す
。
し
か
し

そ
の
中
で
も
恋
を
し
て
、
生
き
る
喜

び
を
感
じ
る
自
分
を
戒
め
よ
う
と
す

る
。
そ
の
恋
を
応
援
す
る
た
め
に
、

父
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
」

坊
主
頭
が
言
う
。「
例
え
ば
、『
父

と
暮
ら
せ
ば
』
と
『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー

ノ
』
を
比
べ
る
と
、『
父
と
暮
ら
せ

ば
』
の
父
娘
の
対
話
は
、
家
と
い
う

閉
じ
た
空
間
の
中
、
第
三
者
の
い
な

い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
で
は
、
主
人

公
が
ほ
か
の
人
と
や
り
取
り
し
て
い

る
場
に
も
灯
里
は
一
緒
に
い
る
。
あ

く
ま
で
ほ
か
の
人
に
は
見
え
な
い
の

で
す
が
（
た
だ
し
作
品
の
途
中
ま
で

見
え
な
い
こ
と
は
視
聴
者
に
は
っ
き

り
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
作
っ
て
あ

る
）、
主
人
公
が
や
っ
て
い
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
も
、
ま
る
で
一
緒
に
手

伝
っ
て
い
る
よ
う
だ
し
、
パ
ー

テ
ィ
ー
で
一
緒
に
乾
杯
し
た
り
す
る

わ
け
で
す
」

「
ふ
ー
ん
、
そ
れ
は
何
の
違
い
な

ん
で
し
ょ
う
ね
」「
死
者
と
の
対
話

よ
り
も
、「
見
守
っ
て
い
る
」
と
か

「
そ
ば
に
い
る
」
と
い
う
感
じ
が
強

い
で
す
ね
」「
な
る
ほ
ど
」
と
、
話

に
熱
中
し
て
、
坊
主
頭
の
腕
が
ゆ
る

ん
だ
す
き
に
吾
輩
は
き
ゃ
つ
め
か
ら

脱
出
し
て
、
机
の
下
に
潜
り
込
む
の

で
あ
る
。

「
そ
の
違
い
と
関
わ
る
の
で
す
が
、

『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
の
中
で
は
、
美

津
江
と
竹
造
が
、
竹
造
が
亡
く
な
っ

た
時
の
こ
と
を
語
り
合
う
ん
で
す
。

焼
け
る
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
父
を

助
け
ら
れ
ず
、
父
を
見
捨
て
た
と
思

う
美
津
江
に
、
そ
の
時
の
こ
と
を
話

し
な
が
ら
「
わ
し
の
分
ま
で
生
き
て

ち
ょ
ん
だ
い
よ
ォ
ー
」
と
竹
造
の
最

期
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
る
わ
け
で

て
大
切
だ
っ
た
人
た
ち
が
出
て
く
る

ん
で
す
よ
」「
つ
ま
り
、
生
き
て
い
た

時
の
回
想
で
は
な
く
、
死
ん
だ
後
に

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

「
そ
う
で
す
。
作
品
ご
と
に
多
少
位
置

づ
け
は
違
い
ま
す
が
、「
幽
霊
の
話
」

み
た
い
に
奇
異
な
存
在
と
し
て
描
か

れ
る
の
で
な
く
、
死
者
が
現
世
と
同

す
。
父
の
幽
霊
と
の
対
話
を
通
し
て

父
の
死
の
悲
し
み
と
向
き
合
い
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
」。
ち
な
み
に
、
今

回
の
冒
頭
に
抜
き
出
し
た
部
分
は
そ

の
一
部
で
あ
る
に
ゃ
〜
。

「『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
の
場
合
、

灯
里
が
亡
く
な
っ
た
時
の
状
況
を
二

人
が
語
り
合
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
震
災
か
ら
十
年

を
迎
え
た
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
呼
ん

だ
知
人
達
に
、「
わ
か
っ
て
る
ん
だ
。

こ
こ
に
灯
里
は
い
な
い
。
で
も
い
る

ん
だ
」
と
、
心
の
中
の
灯
里
の
存
在

が
自
分
に
と
っ
て
の
支
え
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、『
父
と
暮
ら
せ

ば
』
で
は
自
己
内
の
葛
藤
を
形
象
化

し
た
の
が
竹
造
だ
っ
た
の
と
異
な
り
、

『
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
』
の
灯
里
は
、

失
っ
た
大
切
な
人
が
心
の
中
で
生
き

続
け
て
い
る
こ
と
に
意
味
づ
け
が
あ

る
の
で
、
死
者
の
位
置
づ
け
が
異
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

と
り
あ
え
ず
ど
ち
ら
が
い
い
悪
い

で
は
ニ
ャ
く
、
作
品
の
構
造
の
違
い

か
ら
、
特
徴
が
見
え
て
く
る
と
い
う

こ
と
だ
に
ゃ
。

最
後
に
も
う
一
つ
重
要
な
シ
ー
ン

の
説
明
を
付
け
加
え
て
お
く
に
ゃ
。

津
波
で
流
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
再

建
し
て
評
判
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
が

取
材
に
来
る
。
そ
こ
で
は
潔
の
存
在

が
、
被
災
者
の
再
生
の
物
語
と
し
て

切
り
取
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
る
。
し
か

し
あ
る
時
、
店
の
料
理
を
純
粋
に
評

価
し
て
く
れ
た
記
事
が
出
て
く
る
。

そ
の
記
事
を
書
い
た
ラ
イ
タ
ー
に
、

感
謝
と
と
も
に
「
オ
レ
は
被
災
者

じ
ゃ
な
い
。
オ
レ
は
料
理
人
だ
」
と
、

心
の
中
の
わ
だ
か
ま
り
を
伝
え
る
の

だ
に
ゃ
。

「
震
災
十
年
」
で
く
く
っ
て
し
ま

う
こ
と
じ
た
い
、
吾
々
は
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
も
し
れ

ニ
ャ
い
。

造　
そ
い
じ
ゃ
け
え
、
お
ま

い
は
わ
し
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
と
る
。

美
津
江　
生
か
さ
れ
と
る
？

竹
造　
ほ
い
じ
ゃ
が
。
あ
よ
な
む
ご

い
別
れ
が
ま
こ
と
何
万
も
あ
っ
た

ち
ゅ
う
こ
と
を
覚
え
て
も
ろ
う
た
め

に
生
か
さ
れ
と
る
ん
じ
ゃ
。（
井
上

ひ
さ
し
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』
よ
り
）

さ
て
、
三
月
中
旬
の
夕
方
、
多
摩

研
事
務
所
で
会
議
が
あ
る
の
で
数
名

が
早
め
に
や
っ
て
来
て
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
十
年
の
報
道
に
つ
い
て
話

し
て
い
る
。
吾
輩
は
午
睡
か
ら
目
覚

め
た
ば
か
り
で
ま
だ
床
に
ご
ろ
に
ゃ

ん
と
し
て
い
る
。

「
十
年
と
い
う
の
は
、
当
事
者
に

と
っ
て
は
必
ず
し
も
大
き
な
意
味
を

持
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
よ
ね
」
と
編

集
長
。「
原
発
事
故
と
そ
れ
以
外
の

被
害
で
は
全
く
違
い
ま
す
し
ね
」

「
た
だ
、
十
年
と
い
う
時
間
で
何
が

ど
う
変
わ
っ
て
、
何
が
変
わ
ら
な

前回に引き続き、香川のウッチーであるにゃ。
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財政研究会のお知らせ

第65回 学習会

図書館の評価について
報告者：松尾 昇治氏 (福生市）

日 時：2021年
4月3日(土) 14：00～

場 所：多摩住民自治研究所
参加費：300円

アマビエＴシャツ
在庫は残り少数となっております。

詳しくは事務局までお問い合わせください。

多摩研会員のみなさま、ｅ-ｍａｉｌアドレスをお教えください！

多摩研では50周年に向けて、『緑の風』以外にも様々な情報をｅ-ｍａｉｌにて発信したいと考えております。つきましては、
会員のみなさまのｅ-ｍａｉｌアドレスをお教えください。ご自分のｅ-ｍａｉｌから下記のアドレスに以下の内容を入力の上、ご送
信お願いいたします。
※添付でＰＤＦファイルやＷｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌファイル等も送信する可能性が高い
ため、ＰＣのｅ-ｍａｉｌアドレス（携帯のｅ-ｍａｉｌアドレスは不可）をお送りください。
既にｅ-ｍａｉｌで多摩研からのお知らせ等が届いている方は、お送りいただかな
くて結構です。

◆宛先：tamajitiken1972@space.ocn.ne.jp

◆件名：多摩研メールアドレス登録

◆内容：ご自分のお名前（フルネーム）

こちらのQRコードから「多
摩研お問合せフォー
ム」にアクセスしてい
ただき、ご自分のお名
前とｅ-ｍａｉｌアドレスを
お送りいただくこともで
きます。

『
緑
の
風
』
編
集
委
員
を
中
心
に
、
有
志
の
集
ま
り

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
の
座
談
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

第
一
の
テ
ー
マ
は
生
活
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

つ
い
て
日
頃
聞
け
な
い
よ
う
な
生
活
の
話
か
ら
で
す
。

奇
し
く
も
と
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
る
の
は
時
代
遅
れ
」
と

い
っ
た
内
容
の
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
、
批
判
を
浴
び
ま
し
た

が
、
座
談
会
の
中
で
生
活
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
で
、

時
代
遅
れ
ど
こ
ろ
か
現
在
の
生
活
の
中
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
不
平
等
は
表
れ
る
、
そ
ん
な
興
味
深
い
座
談
会
が
で

き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
ご
家
庭
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
誰
が

補
充
し
て
い
ま
す
か
。

補
充
す
る
事
が
偉
い
と
か
、
大
事
な
仕
事
だ
と
い
う

話
で
は
な
く
、
生
活
の
基
本
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
家
庭
の
誰
か
に
任
せ
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
の
誰
か
が
自
己
決
定
以
外
の
社
会
的
な
役
割
の
押

し
付
け
で
決
ま
っ
た
時
に
、
不
平
等
は
始
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

(

事
務
局

松
川
遥)


